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第２９２８回例会 ２０２４年 １月 ２９日

・夜間例会

司 会
斉 唱
本 日 の 出 席
本 日 の 欠 席

ニコニコBOX

志村孝幸 会場監督
奉仕の理想
会員 44人中 出席者 28人 出席率 63.64％
泉谷勇・榎本實夫・大橋直幸・加藤博・川東久聖・北村浩史・國森和麿
但木行久・田中道也・千葉道夫・奈良康弘・深尾幸夫・藤吉敏博・前田孝幸
山崎貴弘・山本政史

谷村一文会員（第69回しべつ雪まつり盛況記念）
片庭隆暁会員・近藤峯世会員（誕生祝い）

累計 288,000円

● 1月 1日(月) 休会（元日）

● 1月 8日(月) 休会（成人の日）

● 1月 15日(月) 普通例会・理事会

● 1月 22日(月) 普通例会
● 1月 29日(月) 夜間例会

● 2月 5日(月) 普通例会・理事会

● 2月 12日(月) 休会（建国記念日振替）

● 2月 19日(月) 普通例会

● 2月 26日(月) 夜間例会

■ [職業奉仕月間] ■ [平和と紛争予防/紛争解決月間]

今日のプログラム

前回 （1月22日） の記録 ・普通例会

■会 長／菊地 昭通

■副会長／山下 卓己

■幹 事／福島 和秀

■例会場／士別グランドホテル

■例会日／毎週月曜日 12:10～13:00

２500地区ホームページ http://rid2500.jp/

士別ＲＣ http://www.douhoku.jp/sibeturc/

2023-2024年度ＲＩ第2500地区テーマ
ガバナー鶴見誠一郎

今こそ変わる勇気を！さぁ、一歩前へ

2023－2024年度国際ロータリーのテーマ
202３-202４年度ＲＩ会長 ゴ－ドンR.マッキナリ－

ＲＩホームページ https://www.rotary.org

2023－2024年度士別ロータリ-スロ－ガン

【勇気ある行動で友情と奉仕の実践へ】

～ Let'ｓ bigin ～



■会務報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・菊地 昭通会長

本日は、ゲスト卓話として士別市教育委員会教育

長 泉山浩幸様をお招きしています。泉山教育長様に

は、のちほど卓話を頂戴したいと思います。

また、新入会員として、南条 忠勝さんが入会されまし

た。南条さんには、一日も早く当クラブに慣れていただ

きロータリアンとしての自覚を胸に秘めていただき、ロー

タリーを楽しみ、会員の皆さんと交流を深めていただ

きながら活動をして頂きたいと思います。

この例会も今日で２３、４回目となります。谷村親睦活

動・家族委員長には、担当のニコニコＢＯＸにおいて毎

回、自ら理由づけて寄付を頂き、頭の下がる思いです。

本当にありがとうございます。

本日は、新聞で掲載されていた記事の中からお話を

いたします。

その純白の塔には、何者も寄せ付けない冷徹な雰囲

気がありました。南北に分断された戦後の日本を舞台

にした新海 誠 監督のSF映画「雲の向こう、約束の場

所」に登場する巨大建造物の話であります。津軽海峡

を挟んで、米軍統治下にある日本と対峙する勢力「エ

ゾ」に建設した塔には大きな秘密があった。塔の周辺

には現実と異なる宇宙が広がり、空域を侵食していた

のである。軍事機密のベールに覆われた空の描写に

は、どこか「横田空域」を想起させる不条理があった。

日本の領空でありながら米軍が航空管制権握る「横

田空域」は、首都圏と新潟、福島、長野、静岡の一部を

含む広大なエリアに及び、最高高度約７千メートルと

ヒマラヤ山脈並みの巨大な「空の壁」です。計器飛行

の民間機は米軍の許可がなければ通過を許されなく

て、羽田空港発着機は迂回を強いられニアミスの懸

念や航空管制の負担増を招いています。米軍による

管制に国内法上の根拠はなく日米地位協定に基づく

日米合同委員会という非公開の協議機関での合意に

基づくに過ぎなく、同じ敗戦国のドイツ、イタリアにも

ない特例です。

羽田空港での日航機と海保機の衝突事故を踏まえ

て、国土交通省が設けた有識者による委員会の初会

合が開かれ、滑走路の監視や誤進入の防止策を探ら

れました。願わくば事故の背景にある構造的不条理に

も踏み込み、空の安全と自由を守ってほしいものです。

■幹事報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 福島 和秀 幹事

1. 能登半島地震の支援金の協力依頼が届いており

ます。理事会にて協議の結果会員より1,000円の

寄付を集めさせていただき合計50,000円の寄

付をクラブより行うこととしましたのでご協力の程

よろしくお願いいたします。

2. 明日1月２３日火曜日に第三回クラブ協議会を開

催いたします。出席義務者の皆様は出席の程、よ

ろしくお願いいたします。

3. ２月６日にひぶな会が開かれることとなっており、

当クラブから菊地会長が出席します。

■ゲスト卓話・・・・・・・・・・・・・・ 泉山 浩幸教育長

こにお集まりの皆様は本市の街づくり人づくりをリー

ドして行ってる方々ばかりですね、そんな中で私がど

んな話をしたらいいのかと依頼があったときの考えた

のですがどんな事でもいいよとのことだったので、こ

れから15分くらい皆様方にとっては当たり前のことか

もしれませんが、私は本市にきてまだ3か月たってい

ないのですが、私の目から見た本市の良さ、そしても

う一つは泉山っていう人はこうゆう人という自己紹介

を兼ねてこれからお話したいと思います。

まず、私が士別にきて初めて見た授業風景です。士別

南小学校4年生の授業なんですが私は感動といいま

すか本当にすごいなと思いました。何がすごいかとい

うと、子供たち4年生が座っているんですけどももうタ

ブレットが文房具になっています。当たり前になってい

るんです。机を見ますとちゃんと鉛筆とか消しゴムとか

置かれていて学習規律というんですけど学習規律が

きちんとしている。今ICTが進んでいるんですけどギ

ガスクール構想で盤上がしっかりしている。ICTに対

応していないものもある中効果的にタブレットを使う。

きっちり書くことは書く、そしてモニターでしっかり映し



出している。こういった授業を展開していてまさに素

晴らしいなと思いました。この授業理科なんですが理

科は理科室で実験しますよね、小学校45分で理科室

で実験となるとなかなか中途半端なところで終わった

りしますが、そんな中結果があって考察があってとい

うところまでなかなかいかない。これは、理科室で実

験をした結果までを導いてそのあと教室で水の温まり

方を考察をして結論が出ている。そうゆう2時間続き

のユニットの授業の1時間です。水や空気というのは4

年生にとっては温まり方は不思議なんです。ただ日常

でお風呂に入るときに上が熱いとか下が冷たいとかそ

うした生活経験からもとりこんだすごい授業だと思い

ました。

小学校の全国全道士別の小学生の学力が高く、国語

が72、算数が68点。数字に一喜一憂してはいけない

のですが、指導の改善を踏まええて授業を作っていく

のが大事なんです。

市P蓮バレーボール大会で、上士別が日頃PTAと地

域で連携して日頃から練習をしている。ふるさと給食

では、榎本組合長がこの日は牛肉をメインとした給食

でした。こういったところも地域に支えられているなと

思いました。地域を大事にして、子供を大事にして街

づくりをしてるそういった良さがある。12月に市長自

らが幼稚園の子供たちに紙芝居の読み聞かせをおこ

なっている、これもいいなと思いました。

今どういった子供を育てようかなというときに生きる

力、確かな学力、豊かな人間性健康体力これは児童

生徒だけでなくて一般市民にしても生きがいを持って

生きるだとか何より健康体力、これは世代を問わずに

こういった3つの柱は大事だと思います。新しい学習

要領には生きる力を身に着けるにはまたこの3つ、知

識技能も大事、思考力判断力表現力も大事、何よりそ

ういった力を使って人間性という社会に生かそうとす

る力。これらの3つが大事です。学校というのはただ勉

強だけでなく社会に通用する子供たちをそだてる場所

です。

私は27年学校に勤務していて、道教委の教育委員会

の方に10年、私のキャリアといえば37年教育のことし

かわかりません。先日議会とかがあって幅広い街づく

りとしては本当に今勉強してるところです。最初の学

校は僻地複式校で全校生徒が30人ぐらいで6人の子

供が私が最初に受け持った子供なんですが今でも全

員の名前を憶えています。教育の原点は小規模校か

らと今でも思っています。

私サッカーが好きなんですけれども全国大会には行

けなかったんです。ですが一つだけ全国大会に行った

のがこれなんです。30人31脚なんです。サッカー少

年団の子や女子もいたりして、とにかく30人31脚で5

0ｍを競うという、これが全道大会で優勝して全国大

会に行ったのがとてもいい思い出です。1回戦は沖縄

と対戦し、勝ちまして全国ベスト16まで行きまして、私

の教育人生の一番の思い出です。江別の学校を退職

して道立教育研究所に7か月間お世話になりまして、

ここでは授業研究でタブレットを使いながらどうゆう

風に子供たちに目標をクリアさせることができるのか。

相手が全道の先生方なのでたくさんの手法があって

どれがいいとは言い切れないのです。どの指導がいい

とか言えないのですがとにかく情報提供していってい

ろんなアプローチの仕方があるよとゆうことをしてい

ました。

今現在、小中連携というのをしているのですが小中連

携から小中一貫、1年生から9年生という意識で、うち

の場合は祥雲高校もありますから高校は道立扱いで

義務教育ではないのですけど拗小中高とこういった

連携を図っていって街全体で子供たちをはぐくんでい

けたらと思っています。私がこの3か月足らずで見た

士別の良さ、子供たちの良さ、そして街の将来を含め

てこういう風な教育で頑張りたいなとご支援のほどど

うかよろしくお願いします。

（新入会員挨拶 南条忠勝会員）

結婚記念おめでとうございます！

（細川会員）


